
1.地震発生日時と規模及び鉄道の運転棚要

(1) 発生日時

(2) 震源地

1 9 9 5年（平成1年） 1月17日（火） 午前5時 46分

淡路島北端（北緯34度 36分・東経 13 5度 03分）

震源の深さ 20km 

(3) 地震の型 直下型

(4) 地震の規模 マグニチュード (M) 7.2 

最大震度 6（烈震） ：神戸・洲本 （気象庁1月17日発表）

最大震度 7 （檄震）

（気象庁の被害状況調査結果により 2月7日発表）

揺れの強さ 水平方向 南北81 8 g a 1 

東西61 7 g a 1 

神戸海洋気象台による。

JR加速度計新高槻変電所 3 2 3 g a 1 

新大阪変電所 2 4 5 g a I 

鷹取駅地震計記録 宝塚駅 6 0 1 g a 1 

RTRI/SDAC 
新神戸駅 5 6 1 g a 1 

N 鷹取駅 6 1 6 g a 1 
50cm 

西明石駅 4 8 1 g a I 

E
 50cm 

w 
-50cm 

地震情報 （参考文献）

23-Cより転載

-50cm 
s 
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儡訂 ◇兵廊県南部地深の概要（運給省凋へ）◇ :ゞえ：和戸田岬‘‘、¥‘、ご二上びーラ＿ぜ紐 ［ロ
(3) 祭源の深さ
(4) 規模

し3

20キロ
／ヘ 2. 港湾閑係

(5) 津波
(6) 余袈

I. 鉄道関係
運行不能区間

JR新幹線
JR在来線

民鉄線

マグニチュード 1.2 / 
戸、洲本で渓度6、t應畿地方から中国地方の広範囲に影響あり。 X（ 淡

有感89回 (19日18時現在） 震源地
◇兵廉県南部地揆における交通機関の抜災状況＜ 路

山協新幹線（新大阪一姫路） ／／北淡町 島

東海道本線（甲子園ロー神戸）、山協本線（神戸ー西明石）
和田岬線〈全線〉
阪神電鉄（本線〈甲子園一元町〉及び武庫川線）

（ 
阪急電鉄（神戸線〈西宮北ロー三宮〉、甲隅線、今津線、

伊丹線）
神戸市交通局（新神戸ー板宿間）
神戸高速（全線）
神戸新交通（ボートアイラン ド線、六甲ァイうンド線）
山隔電鉄（本線（西代ー山隔朋石））
神戸電鉄有馬線（湊川一鈴団台、有馬ロ ー有馬温泉）

神戸港では、 i輯、道路等の沈下、序裂、クレーン、可動橋等の破
損等により、ポートアイランド地区、ハ甲ァイランド地区を中心に大
きな祓害が生じている。
大阪港、堺泉北港、阪南港、尼銃西宮芦屋港、東播磨港、姫路港等

でも岸壁、道路の段差、全裂等が発生。
3. 航空閑係

大阪国際空港、閾西国際空港とも大規模な損傷はなし。
4. 海上交通関係

内航フェリ ー、外航貨物船等は、神戸港への寄港を中止し、欠航又
は他の港湾に着地変更。

5. 自動車関係
(l) 阪神を発着、経由する高速パスについては、 ほとんどの路線で運

行を休止。
(2) 都市内の路線パスについては、神戸市内でほとんどの路線が運休。
周辺でも西宮市一明石市の間で路線の全部又は一部が運休。

6. 観光 ・ホテル関係
神戸市内のホテル等を中心に、ライフ ラインの途絶、施設の損傷等

により営業不能となっているところがある。

「交通新聞転載」



平成 7年兵庫県南部地蔑による列車運転状況
運輸省鉄道局保安車両課
1月23日8時30分現在

・JR山隅本線の須磨～西明石間が23日始発より開通した。
・阪急電鉄今津線の門戸厄神～西宮北口間が23日6時より開通した。

現在、運休となっている線区および復旧見込み
山陽新幹線 新大阪～姫路 (92km) 4 ~ 5カ月
東海道山鴎本線 甲子園口～芦屋 (6km)25B予定

芦屋～住吉 (5km) 2月20日前後
住吉～灘 (5km) 4 ~ 5カ月
灘～神戸 (5km)検討中(l~2カ月）
神戸～須磨 (7km)今月中

和田岬線 全線（兵庫～和田岬） (3km)未定
阪急神戸線 西宮北口～夙川 (3km)概ね 6カ月

夙川～王子公園 (11km)概ね 3カ月
王子公園～三宮 (3km)概ね 6カ月

伊丹線 新伊丹～伊丹 (1km)概ね 1年半
今津線 今津～西宮北口 (2km)23日夕方予定※

門戸厄神～宝塚 (6km) 30日予定

゜ 甲陽線 全線（夙川～甲隅園 (2km)概ね 3カ月
阪神本線 甲子園～青木 (9km) 26日始発予定

青木～御影 (3km) 2月中旬
御影～元町 (7km)未定

武庫川線 全線 (2km) 26日始発予定
神戸市交通局山手線 全線（新神戸～新長田） (8km)未定

西神線板宿～新長田 (1km)未定
神戸新交通
ボートアイランド線 全線 (6km)未定
六甲ァイランド線 全線（住吉～マリンパーク） （5km)未定
神戸電鉄有馬線 湊川～長田 (2km)概ね 6カ月

長田～鈴蘭台 (6km)概ね 2週間
有馬口～有馬温泉 (3km)概ね 2カ月

神戸高速東西線 新開地～元町 (2km)未定
高速神戸～三宮 (2km)概ね 6カ月
新開地～西代 (3km)概ね 6カ月

南北線 全線（新開地～・奏川） (1km)未定
山陽電気鉄道本綿西代～霞ケ丘 (llkm)概ね6カ月

霞ケ丘～山協明石 (5km)概ね 2週間

※阪急電鉄今津門戸厄神～西宮北口は当分の問、 6~21時までの運行となる。

鉄道の不通区間と開通見通し
2月20日現在
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阪神大震 災に伴う列車運転概 況

（平成7年4月8日現在）
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2.設備被害概況

地震発生直後、近畿地方とその周辺地域のJR各線は、設備点検等のため一時運転を

見合わせたが、特に異常のなかった線区については逐次運転を再開した。

しかし、大きな被害を受けた線区については、運転を中止し、直ちに被害状況を調査

すると共に応急復旧作業を開始した。

2.1 東海道、山陽新幹線

2.1.1 被害概況

(1) 京都～新大阪間の高架橋12箇所が損傷。また、電車線路のがいし、バランサー

等の被害が出た。

(2) 新大阪～西明石間で被害が特に大きく、 9箇所で高架橋脚が折れ、桁がずれ落下

し路盤の陥没、また、電車線路支持物等の傾斜倒壊、損傷するなど開業以来の大打

撃を受けた。

(3) 高架上の電柱の損壊は新大阪～姫路間52箇所・新六甲変電所変圧器損傷・新神

戸駅＊ームの桁ずれ・六甲トンネルの一部に側壁のはく落等。

2.1.2 電車線路設傭被害概況

新大阪～新神戸間に被害が集中した。

(1) 鉄柱、コンクリート柱の倒壊、折損、傾斜、落下亀裂等

(2) ピーム、ヤグラ等の損傷

(3) き電線、保護線の断線、垂下等

(4) WTBの損傷等

(5) その他ハンガ外れ、がいし損傷等の被害

2.1.3 運転再開状況と不通区間

名古屋 ～ 博 多 1月17日始発から運転見合わせ

8 7箇所

4箇所

2 8箇所

2 1箇所

東京～名古屋＼ 1月17日9時過ぎ 「こだま」による折り返し運転

広島～博多f を再開

東京～京都 1月17日夕刻より運転再開

岡 山 ～ 博 多 1月17日14時過ぎ運転再開

姫路～岡山 1月18日始発より運転再開

東京～新大阪 1月20日12時過ぎ復旧作業完了、運転再開

新大阪～姫路 4月8日始発から運転再開、全線開通

（震災から 81日）

- 5 -



2.2 在来線

2.2.1 被害概況

(1) 尼崎～西明石間に被害が集中し、各所で盛土が陥没、高架橋の桁の落下、沈下を

始め各所で駅舎、ホームに亀裂、沈下崩填、線路の湾曲及び電車線路支持物等に被

害が出た。

(2) 神戸駅構内と西宮～芦屋間で 2本の列車が脱線、西宮～西明石問で貨物列車を含

む8本が脱線した。

(3) その他の線区にあっては、線路の点検等により徐行、運転を見合わせていたが、

確認後順次運転を再開し 18日までに被害の大きい区間以外は再開した。

2.2.2 電車線路設備被害

西宮～須磨間に被害が集中した。

(l) 鉄柱、コンクリート柱の亀裂損傷、傾斜等 4 4 6箇所

(2) ビーム、ヤグラ等の損傷 1 3 0箇所

(3) き電線、架線等の垂下、外れ 2 5箇所

(4) WTBの損傷 6 0箇所

(5) 振止、曲引の損傷 1 8 8箇所

(6) その他ハンガ外れ、がいし損傷等の被害

2.2.3 運転再開状況と不通区間

・ 1/17 1 2時 30分現在の全線及び一部区間の不通又は運転見合わせ線区は、東海

道、山陽、紀勢、阪和、北陸、和歌山、奈良、福知山、呉の各線及び岡山、

米子地区の全線

・ 1/17 1 2時 30分現在運転再開

和歌山線和歌山～五条間、関西本線加茂～亀山間、加古川線全線及びJR四

国管内全線

・1/18 始発から運転再開

東海道本線米原～尼崎間及び山陽本線の西明石以西、大阪環状、片町、湖西、

奈良、山陰、赤穂、姫新の各線全線

・ 1/19 以降

東海道 ・山陽本線尼崎 ～ 甲子園口 1月 19日始発

須磨 ～ 西明石 1月23日”

甲子園口～芦屋 1月25日，＇

神戸 ～須磨 1月30日”

芦屋 ～住吉 2月 8日”

灘 ～神戸 2月20日 I/

住吉 ～ 灘 4月 1日／9

（東海道・山陽本線全線開通）

福 知 山 線 尼崎 ～塚口 1月 19 B // 

宝塚 ～広野 1月 19日14時

塚口 ～宝塚 1月21日始発

和田岬線 兵庫 ～ 和田岬 2月 15日，9
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2.3 電車線路以外の設傭被害概況

2.3.1 変電所関係

(1) 新幹線では、新六甲変電所の被害が特に大きく、き電用変圧器、単巻変圧器、昇

圧用変圧器等の機器類のラジエータ油漏、送油管変形亀裂等の被害が発生した。

また、主回路のがいし、端子破損、機器架台、機器基礎の傾斜、路盤基礎の沈下、

陥没、主建物にク ラック等の被害が発生した。

(2) 在来線では、灘変電所他9箇所で、整流器、整流器用変圧器、ロハ装習、配電盤

等の基礎ポル トが浮き上がり、送油管変形、ラジェータ、ポンプ油漏、機器基礎、

機器架台傾斜等の被害が発生した。

また、照明器具の脱落、路盤の沈下、陥没、主建物にクラックが発生した。

制御用変圧器が内部短絡した変電所もあった。

2.3.2 電灯、電力関係

(1) 新幹線では、新大阪、新神戸、西明石駅の構造物が損壊等のため、灯具脱落等の

被害が発生した。

(2) 在来線では、尼崎～西明石間に被害が集中し、各所で盛土が陥没、高架橋の桁が

落下、沈下し、線路が湾曲したため、電車線路及び配電線路の支持物等が倒壊、傾

斜、湾曲、損傷した。このため配電線路が断線、垂下、損壊した。

ア．特に六甲道～東灘間の高架橋の桁の落下、沈下により、電車線路設備が壊滅的

な被害を受けたことにより、配電線路も壊滅的な被害を受けた。

ィ．福知山線の中山寺駅付近で、多数の電車線路支持物が倒壊、傾斜したため、配

電線路が断線、垂下、損壊した。

ウ．駅設備については、駅舎の倒墟、ホームの亀裂、沈下崩壊により、各駅の電灯

電力設億に甚大な被害が出た。

その中でも特に被害が大きかったのは、六甲道、新長田駅で、駅舎が全壊した。

住吉、芦屋、 三の宮、灘、摂津本山、鷹取の各駅も、甚大な被害を受けた。

工．鷹取駅構内では、 31.5mの照明用鉄塔が真ん中から折れ、 倒壊した。

2.3.3 信号関係

(1) 新幹線では、高架橋の桁の落下箇所で、信号通信ケープルが垂下、損傷した。

また、西明石駅で、構造物が損壊した。

(2) 在来線では、尼崎～西明石間に被害が集中し、各所で盛土が陥没、高架橋の桁が

落下、沈下し、また、線路が湾曲したため、信号機、器具箱が倒壊、傾斜、損傷し、

軌道回路、信号通信ケープルは各所で寸断された。

また、駅構内信号機器室の連動装置や駅信号扱所の制御盤が、倒攘、損傷した。

2.3.4 通信関係（日本テレコムを含む）

山賜新幹線ルートに布設されている通信ケープル（ケープル、 細心同軸ケープル

等）が高架橋の桁が落下等により損傷し、また、福知山線及び東海道線ルートにつ

いては、路盤の崩壊や通信基地局の建物の損壊などにより、通信ケープルの断線及

- 7 -



び通信機器類の損傷が発生した。

しかし、通信回線の機能としては、比較的被害が小さかった新幹線ルートを使用

して、全断することなくほぼ確保された。

2.3.5 貨物関係

(1) 東海道線本線芦屋～撮津本山間で機関車、コンテナ車3両脱線及び東海道、山鴎

本線上下線で 25本、北陸本線上下線で 9本、全区間で 91本の列車抑止を行った。

(2) 大阪貨物ターミナル駅構内の電柱倒壊、架線垂下。

安治川口駅構内で陥没、東灘信号所～神戸港間で線路が宙吊り等の被害が出た。

(3) 東海道、山陽本線（甲子園口～須磨間）の復旧が長期に亘るため、 一部をう回ル

ートによる運転•海上運送、トラックによる代替運送を行ったが、運輸に大きな支

障が出た。

2.4 民鉄関係

民鉄各線は、地震発生後8時頃より被害の少ない線区で順次運転を再開した。

また、 JR線と同様に線路、駅舎、電気設傭等が損壊し、大きな被害を受けた。

これによる主な不通区間及び被害概況は、次のようである。

2.4.1 阪神電気鉄道閥

(1) 神戸本線（甲子園～元町）

石屋川～西灘間8箇所の高架橋桁が落下、 35 5本の高架橋柱が圧壊した外、石

屋川車庫高架橋が崩壊した。 また、西宮変電所が倒壊、芦屋駅など 11駅のホー

ムが変形、西宮～西灘間では多くの鉄柱が倒れ、神戸ずい道内で信号所機器等の損

壊を生じた。

青木駅付近、新在家～大石間、御影駅構内の3箇所で列車が脱線し、 35人が負傷

石屋川車庫・御影駅構内で留置車両が脱線し、一部が横転した。

(2) 武庫川線全線（武庫川～武庫川団地前）

2.4.2 阪急電鉄閥

(1) 神戸本線（西宮北口～三宮）

西宮北口～夙JI!間で高架橋が 16 0 0 mに亘たり損塙。夙川～芦屋川間、中層マ

ンション倒壊で線路支障、三宮駅ピルが損壊し、構外で電車脱線。その他盛土部に

被害が発生。

(2) 今津線（今津～宝塚）

西宮北口～門戸厄神間で国道17 1号誇線橋落下、門戸厄神～甲東園間で山陽新

幹線跨線橋落下で線路支障。宝塚南口駅付近で脱線 11名負傷、門戸厄神駅構内で

脱線。

(3) 伊丹線（塚口～伊丹）

伊丹駅では、電車 (2留置車両）もろとも駅舎、高架橋が倒壊した。

(4) 甲隔線全線（夙川～甲陽園）
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2.4.3 

2.4.4 

神戸市交通局（地下鉄）

山手線（新神戸～新長田）、西神線（板宿～新長田） ＊ーム天井支持柱損傷

神戸新交通閥

(1) ポートアイランド線（三宮～中央公園～三宮）全線 ・ -- • • ー ・ 橋桁落下

(2) 

2.4.5 

六甲アイランド線（住吉～マリンパーク）全線

神戸電鉄閥

• -…- . 高架橋落下

2.4.6 

有馬線（湊川～長田～鈴蘭台）、 （有馬口～有馬温泉）

神戸高速鉄道閥

(1) 東西線（阪急三宮～花隈～新開地～西代）、 （神戸高速～元町～阪神三宮）

(2) 南北線（新開地～湊川）

2.4.7 山陽電気鉄道閥

本線（西代～霞ケ丘～山隔明石）

2.5.その他（震災発生から 1箇月後の被害概況 2/16現在）

(1) 人 的 被 害

(2) 建物等の被害

(3) ライフラインの

被害

(4) 道路の被害

(5) 港湾関係

(6) 航空関係

死 者 約 5. 3 0 0人

負傷者 約34, 6 0 0人

家屋の全半壊（焼失を含む） 約 15 9. 5 0 0棟

火災発生件数 約 53 0件

がれきの推量 約 L 100万トン

電気、ガス、水道の諸施設の破壊による使用不能及び供給

停止が多数でた。

阪神高速道路神戸線が、兵庫県西宮市内で約2kmにわた

り橋脚や橋げたが倒壊したのを始め、阪和、近畿自動車道

などの高速道路も全面的に通行止めとなった。また、一般

道路も各所で寸断された。

神戸港では、埠頭、道路等の沈下、亀裂、クレーン、可動

橋等の破損など、ポー トアイランド地区及び六甲アイラン

ド地区を中心に大きな被害を受けた。

また、大阪港、堺泉北港、阪南港、尼崎西宮芦屋港、東播

磨港、姫路港等でも岸壁、道路の段差亀裂などが発生した。

大阪国際空港、関西国際空港とも大きな被害は受けなかっ

た。
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3.復旧要請と対応

3.1 要請の日時、復旧内容、場所等

(1) 1/17早朝の地震発生と同時にJR西日本、 JR東海、 JR貨物等から当該地区の

各工事会社に出動、待機等の協力要請をうけた。

(2) 要請を受けた各工事会社は、本社へ通報した。

(3) 各工事会社は、社員及び協力会社を含めて要員の手配を行った。

(4) 一方、現業区機関らの要請指示に従い、各社では復旧箇所の指示を受け、復旧体

制に入った。

3.1.1 JR西日本関係

(1) 被害状況把握調査を含めて、下記線区箇所の巡回及び応急処置を行った。

新幹線（新大阪一姫路）

東海道・山陽本線（米原一京都ー大阪一神戸一姫路）

福知山線（尼崎一広野）

(2) 新幹線では、高架が崩壊した部分を、施設が機力を使用して復旧する際に、支障

する電車線設備、信号、通信設備の撤去が真先に必要となった。

このため、関係支社の応援を得て崩壊した高架上で、レールが浮き上がっている足

場が非常に悪い箇所での架線等の撤去作業を行った。

また、新大阪から姫路までの巡回、手直しを行った。

(3) 在来線では、電車線の高さ儡位調整及び手直し、架線金具の手直し取替え、電柱

傾斜手直し、可動プラケットの繰り上げ等の手直しを行った。

(4) 他社の設備（日本テレコム閥）の光ケープルが摂津本山付近で断線し、被災当日

要請を受けたが、応援者の交通渋滞等により困難のなか復旧に当たった。

3.1.2 JR東海関係•新幹線は京都～新大阪間に被害が集中したが、新大阪以東、以西

に作業区分し、名古屋地区からの応援者を含めて復旧作業を行った。

3.1.3 事前調査時の被害状況

(1) 支持物の倒壊、傾斜、湾曲、破損、亀裂・支持物基礎の破損、亀裂等

(2) 各種架線の断線、損傷、垂下等

(3) 各種架線金具の破損、損傷、外れ等

3.1.4 その後の本格的仮復旧工事については、下記の担当で施工することになった。

新幹線 京 都～新大阪（境界515.8km)間 ・・・・・-0.....…-.....・ジェイ7ール東海電気工事閥

/I 新大阪（境界515.8km)～新神戸間・・・..……………ー・日本電設工業閥

” 新神戸～姫 路 …“. .------. .... . .。•- ---... ............. .- • 西日本電気システL閥

在来線 東海道・山陽本線、福知山線、各全区間・………0•• 西日本電気システ埠扇
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3.2 社内の対応

3.2.1 西日本電気システム閥

本店に、社長を本部長とする対策本部を直ちに設置するとともに、 JR西日本本

社電気部に連絡要員2名を24時間配置、情報の収集及びJR本社電気部・建工部

と西日本電気システム閥との緊密な連係を図った。

また西日本電気システム閥の対策本部も 24時間体制を敷いた。 （別紙ー1)

(1) 大阪支店には、地域対策本部を設置し、 JR支社、本店と緊密な連絡を取るとと

もに、要員手配、器材手配、後方支援等の指令塔としての役目を果たした。

（別紙ー2)

(2) 現地対策本部は、施主側の復旧要請を受けた時点で、直ちに設置し、復旧施工体

制を敷いた。 （別紙ー2)

(3) その他の支店 (7支店）も対策本部を設置し、JR各支社及び本店と緊密な連携

をとるとともに、大阪支店へのバックア ップ体制を敷いた。

各支店は、年度末工事を抱えていたが、 JR各支社と調整を図り、社員を含め協

力会社の大阪地区への大震災復旧支援体制を整えた。

3.2.2 ジェイアール東海電気工事閥

本店に、社長を本部長とする対策本部を直ちに設置するとともに、現地対策本部

を設置し、大震災復旧体制を整えた。

3.2.3 日本電設工業閥

本店に、社長を本部長とする対策本部を設置するとともに、大阪支店に現地復旧

対策本部を設置し、新幹線新大阪・新神戸間をはじめ他区間の復旧体制の強化を確

保するため、電カ・東北支店等5支店からの応援を行い、本店対策本部で各支店間

の調整等を行った。また、各支店は、年度末工事を描えていたが、 JR各社と調整

を図り、社員を含め協力会社の大阪地区への復旧支援体制を整えた。

特に、JR西日本電気部に連絡要員を配置するとともに、本店本部、現地復旧対

策本部にも連絡要員を置き、関係機関を含めて体制の強化を図った。

3.2.4 他工事会社

関係各社においては、 要請後直ちに本店に社長等を本部長とする阪神大震災復旧

対策本部を設置するとともに、現地支店に復旧対策本部を設置し、 JR各社及び西

日本電気システム閥・ジェイアール東海電気工事閥等と緊密な連携を図るとともに

各社における全国的な支援体制を整え、パック アップ体制を整えた。
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別紙一l

「兵庫県南部地震」本店復I日対策体制表（電車緯関係）

JR西日本本社
ーー・・・・ー・・・・・-------•ー・ ・ ・ • ·~ ---

i JR西日本対策本部i
l : . , 
に； ’ ;

電気部I ! 

西日本電気双弘

連絡要員 2名

i I 2 4時間体制
•. - ------....... ---------------

総括副本部長

JR担当副本部長

地域対策本部

対策本部長

社長

電力担当部長 1信通担当部長

連絡要員2名 (24時間体制）

電力対策本部長l信通対策本部長

復旧体制図は、西日本電気システム閥の事例

関係各社本店の体制も西日本電気（シ）に準じる

ネステック

本部長

民間担当副本部長

復旧工事担当

後方担当副本部長

1. 関係顧客等への対応

2. 全社的救援対策の実施

3. 現地対策本部の支援

(1)情報の収集と伝達

(2)復旧作業体制の整備

（他支店からの応援等）

(3)経理処理の指導、調整

(4)災害復旧記録の収集、編纂

4. 本店災害対策本部現地派遣



別紙ー2

「兵庫県南部坤震」地域・現地復9日対策体制表（電車線関係）

電車線担当（在来線）

地域対策本部

電力対策本部長

復旧体制表は西日本電気システム閥の事例

関係各社現地支店の体制は西日本電気（シ）に準じる

電車線担当（新幹線）

福知山線 神戸線 神戸線 神戸線 新幹線

尼生竺囚亙王三］亘玉亘巫三可］竺正:亘三閂:→王匹こ塁-圧竺凶戸/8)
中山寺現地対策本部 大阪電力営業所対策本部 東灘駅構内現地対策本部 神戸営業所現地対策本部 西明石現地対策本部

I I施工会社 施工会社 施工会社 施工会社 施 工 会 社

予

1. 復旧作業計画の策定

(1)顧客及び関係箇所との協議、調整

(2)復旧作業工程の作成

(3)復旧作業方法の決定

(4)復旧要員の手配

(5)復旧資材の手配

(6)宿舎、給食等の手配

(7)復18用機材、機動力の手配

(8)復旧作業実施についての諸記録のまとめ

2. 事故防止対策の策定

(1)現場パトロールの実施

(2)安全用具類の点検、整備

3. 経理処理計画の策定

(1)復旧工事に伴う経理事務の取り扱い方

(2)他支店からの応援社員並びに協力業者

に対する経理事務の取り扱い方

(3)災害に伴う既契約工事施工打切等の経理

事務の取り扱い方

(4)経理処理に必要な資料、記録のまとめ

4. 関係顧客等への対応

5. 災害復旧情報の作成、伝達

（復旧現場）

1. 復旧作業の実施

(1)復旧作業の指揮

(2)関係箇所との調整

(3)復旧作業実績のまとめ

2. 事故防止対策の実施



別紙ー3

会員会社

1.愛金建設閥

2.九州電気システム閥

3.共盛電業閥

4.近畿工業閥

5.ジェイ7-j東海電気工事閥

6.四国電設工業閥

7.新生電業閥

8.千歳電気工業儲

9.東邦電気工業閥

I 10.長田電設工業閥,... 
4 

11.西日本電気システム閥I 

12.日本電設工業閥

13.八千代電設工業閥

14.米沢電気工事帷

15.三和テッキ閥

16.閥電業

17.八千代工機閥

18.泰平工業閥

3. 3 要

協力会社（所在地域別） 6 6社

員 体 制

延人工 (36. 000名）

東北 (1) 東京 (2) 中部 (11) 関 西 (30) 岡山 (7) 中 国 (8) 九州 (3)

遠藤電設工事 桂川電業 荒木電気 有 園 組 西 野 組 片山電気 山陽電気設債 タイヨウ電気

上條産業 稲東電設 上盛電気 三矢電設 加藤電気 末広電気 立花電業社

桜井電気 大浦電気土木 美和電設 共同電工 大成電業 山田興業

昭和架線 亀 山 組 朋和電工 坂本電気 東光電気

宗和電設工業 川西電業社 大和電気工業 立石電気 西田電工

大誠電設 旭伸電設 山 野 組 フルミヤ電業 真鍋電工

中部電設 近畿電気システL 淀川電気工業 若林電設 三矢 電設

トウカイテック 栗栖電気 中央電気工業 勇 二 電気

名洒架線工事 河本電設 スリーポンド、1こJK

花岡電気 光隅電設 明石警債保証

山本電気 佐々木電業

伸和電設

新潟 (1) 金沢 (2) 相互電設 米子 (1)

高倉興業

小 林 電 設 青葉電設 大三電設 日成電気工業

坪田電工 中央電気工業

大電工業

中島電業

南陽電業

南尚工業



3.4 作業体制、エ期、工事概要

3.4.1 作業体制（窓口の統一化）

JR東海関係は、 ジェイアール東海電気工事閥

JR西日本関係は、西日本電気システム囲

JR他社関係は、 要請会社

架線金具関係は、 閥電業

上記幹事会社がそれぞれ施主側の窓口になり、施工体制の一元化を図った。

3.4.2 作業体制（組織）

① 別紙ー2により各社とも、本社、現地支店、支社等を含めて現地施工班までの体

制を作った。

② JR西日本関係にあっては、特にJR西日本本社に情報連絡要員を 24時間常駐

させ施工の円滑を図った。

3.4.3 エ期

地震発生時より各被害工区毎に復旧作業を行った。復旧状況は別紙ー 4による。

3.4.4 工事概要 （別紙ー5)
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J 哀各線の改1日 1犬況図

別紙ー4
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別紙ー 5
3. 4. 4 工事概要

線区・区間 工 事 概 要ロロニ戸
京都～姫路 2．支持物他袷

在来線

3.支持物検査、試験

4.可動プラケット取替

5.腕金取替

6.き電線取替、移設

7.電車線及びトロリ線取替

8.電車線路設備点検、他繕

9.電車線架線測定及び調整

10.曲線引装翌新設

11. 自動張力調整装置取替、

修繕

12.保護線取替

13.がいし取替

1.支持物取替

2.支持物他繕

3.腕金、やぐら取替

4.可動プラケット取替

5.き電線取替

6.電車線及びトロリ線取替

7.電車線ハイパー化

8.電車線修経（架線調整他）

9.曲線引、振止装置取替

10.自動張力調整装翌取替、

修繕

11.支線取替

12.電車線防護

13.その他

数塁

1 0 3本

5 7 7本

主な施工内容

鉄柱、綱管柱、下束、コン柱、ピーム

基礎部補強、傾斜直し、ポルト追締、

CP柱トウシート工法による補強

8 5 7箇所 1打点検、荷重、超音波引抜き試験

6 8箇所

5 6 1本

39km IHAL300n2 

27.5kmlGT170-..2 

: [ ［、；ム 1架高スパン測定、オーラノプ調整

6 9箇所

9 5箇所

2 2km 1保護装置條繕85箇所

9 0箇所 懸垂がいし

5 8 5本

1 0 0本

1 6 9本

2 5 6本

鉄柱、下束、コン柱、ピーム

19km 

25. 8 km 

10. 2 km I新架線方式

2 3. 6 km 

6 5 1箇所

8 2箇所

8 7箇所

16. 2 km 施設関連工事

2 2 4箇所 き電分岐62仮設、ピーム 45仮設、

電車線引止 11 5取替、

セクション 2新設
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4.復旧作業

復旧作業は、JR及び日本テレコム関係を主体として行い、その施工体制は、本店・

支店を核とし、これに他支店等から社員並びに協力会社の応援を得て、各被害復旧プロ

ック毎に編成した。

施工については、 JR東海・ JR西日本・ JR貨物及び日本テレコムの各現地災害対

策本部からの指示によると共に、工事施工会社においては施主側の窓口を統一し、関係

工事施工会社と密接な連携を図って施工した。

施工は、震災直後の悪条件の中で進められ、作業開始に当たっては安全対策に万全を

期し、無事故で復旧作業を完遂することが出来た。

しかし、このような復旧作業の過程において、特に作業員宿舎、給食の確保と作業員

の輸送について困難を極めると共に、士木、軌道等の復旧工事との競合調整に苦心した。

一方、このような異常時及び種々な作業が輻綾している場所での作業において、 携帯

電話やポケットベル、また、小回りの利く機動力として軌陸両用のクレー ン車等が大き

な威力を発揮した。

以下順次、施工についての実情等を記す。

4.1 仮宿舎等の設営

特に被害の大きい被災地では、ホテル、旅館等は閉業しており、 一部地区による開

業ホテル等は満室の状態であった。従って、 各社においては、

(1) 自社建物の活用（会議室、倉庫等にシート又はタタミを敷き、リースの布団、毛

布で仮眠）

(2) JR建物借用 神戸変電所内の床にマ ット敷で仮眠

(3) JR用地借用 芦屋変電所内で 2棟のプレハプを設営し、 10 0名以上を収容し

仮眠、また、調理士を置き、食事の準億をし、風呂も設置した。

(4) キャンピングカーを各支店から (7両）集結し、一部で利用した。

(5) 自動車内で仮眠。

(6) 営業していないホテルで仮眠のみ利用した。

(7) 仮設便所は、アジア大会で使用したものを広島よりリースした。

4.2 給食調達、休養等

(1) 各現場、設営箇所により多少の差異はあるが、困難を極めた。

設営箇所では、給食会社と契約し、朝、昼、夜を配達依頼した。昼食は朝、注文

した弁当とバックのお茶を現場へ配達した。しかし、現場では毎日殆ど同じ弁当で、

交通渋滞のため到着した時には「ご飯」が硬くなっていた。

水の調達も他地区から運搬するような状態であった。

(2) 交通渋滞がひどく、時間が非常にかかり、運搬に難渋した。

(3) 休養については、 一部を除き風呂はなく、洗面水も充分でなく、風邪をひく者も

出て困難を極めた。

仕事から帰って疲れて、仮宿で仮眠の状態の毎日が続いた。
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4.3 器具、エ具等の調達

(1) 作業箇所が多箇所のため、多数の器具、エ具を用意する必要があった。

特殊工具として パワーレンチ、削岩機、ハイパー架線工具、ドラムジヤッキ

（油圧）、鋼管仮受注（多量）、送電用巻取機、長尺ロープ（雨天とも使用可）を

調達した。

(2) 仮受け丸太が全体的に不足し、東京本部支店より別運送を行い復旧にあたった。

又、梯子についても絶対数の確保が難しく現場がコンパウンド架線のため竹梯子

07・19段）を緊急に調達した。

4.4 材料の調達（支給、社持ち）

4.4.1 支給材料について

(1) き電線、ちょう架線、 トロリ線等、線条類のみ

(2) 支給方法、運搬等について

4.4.2 社持材料について（在庫、加工、製作、納品、運搬等）

(1) 工事施工会社の対応

復旧各社にあっては、多少の差異はあったが、早期に手配するため復l日材料を現

場設備に即応した内容で用意したが、どの程度まで損傷している金具類を取替える

のか、全部の金具を取替えるのか判断に困った。

このため、施工箇所の増を見込んで余分に準債せざるを得なかった。

新幹線関係においては、現場近くの高架下に材料置場を確保し、又現場事務所も

仮設した。

(2) メーカ ー側の対応も早く製作に取り掛かったが、他の材料が同時に入荷しないも

のもあり、メーカーの手持ちで一部を補充した。

特に材料を現場に納めるのに時間が掛かり大変であった。

4.5 電車線路金具・加工、メーカー各社の対応

4.5.1 発生時の対応について

(1) JR等各社の動き

1月17日早朝の地震発生とともに、 JR西日本・ JR東海は工事会社と協力し

て被害調査を行った。又損傷支持物等の撤去、仮設復旧が順次行われた。

翌18日より、 JR東海側から腕金、電柱バンド、鉄柱等の製作並びに納品の打

合、要請を受けた。

特にJR西日本より、新幹線用鋼管柱10 0本について納期の確認要請があった。

(2) 工事会社の動き

メーカー各社の製品在庫一覧表の提出要請があった。

(3) メーカーの動き

① 関西メーカー各社に工場生産体制の待機を組織し、待機した。

② 1月23日緊急対策本部を設置した。閥電業を窓口として情報の受入れ、発信、

社内指示、指揮系統を一本化した。
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表ー1 | JR各社、民！各社、エT会 一狐磁面

緊急対策本部窓口 1土、日、休日なし

1/23....,3/31まで 8:30....,22:00 の体制を組織化した。

各社 技術・工場・輸送・外部関連

電業、三和テッキ、八千代エ機、泰平工業

4.5.2 受注、製作、納品、輸送について

(1) 受注体制

① 復旧は、支持物、構造物がまず仮本復旧した。

次に電車線路架線設備の復旧へと展開された。

② 1月23日以降応急復旧資材の納入要請、在庫確認が頻繁になってきた。

⑧ 仮復旧器材として、今回特に調整型カゴビームを標準型として製作し、．測量、

設計の簡素化、製作納期の短縮化を図った。 （別紙ー6)

④ 仮受け鋼管柱として（スチールボール小型軽量化）を製作し、作業の機能効率

化が図られた。

(2) 受注、納品、加工製作

① 発注側の架線方式、架線復旧方法が分らないため、求められた通り製作、加工

納品した。とにかく急がれた。

② 架線方式の設計図面が揃わない状態で製作にかかった。このため現場、 JR、

工事会社から、納期がない、間に合わせろ、とそれぞれ情報が入り混乱したな

かで、製作された。

③ 柱番号毎にチェックし、確認しながら情報を整理して製作しなければならなか

った。

④ 納入したが、現場に取り付いていないため、再度発注されて、取り消されるケ

ースも発生した。

⑤ 仮受け鋼管柱••• 1 0 0甚何日で入るか？ ・・・実際は74基で終った。

⑥ 電柱バンド類 ・・…追加・追加・追加 ••• • ある現場で 8 回の追加。

⑦ 腕金類 ・・ — · 追加・追加・追加の連続。

⑧ 架線方式 ・・・・決定が遅れ、このためメーカー側も事前準備が十分でなく、製作

に後手後手の手配準備となった。

⑨ ボルト 1本にしても・・・・SUSかssか その都度確認の場合もあった。

⑩ 現地測量においても ・・・・加工メーカー任せ、立ち合いの連携が難しかった。

その結果、製品が取り付かない場合の、処置等。

⑪ 鉄柱撤去方法 ・・・・・・ 溶接による切断、ボルト緩め撤去等。

(3) 復18工事材料納入数量実績表 （別紙ー7)
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(4) 輸送

① 製品の輸送に困難を極めた。 発送の翌日帰って来た例もある。

交通渋滞で動けない i厘送屋の確保に苦心した。

② JR関連に関して、神戸地区への納入は深夜の積み込み、早朝の搬入が標準パ

ターンとなった。

③ その都度の搬入依頼があり ・---1個 1件の要請に応えるため、再三の持ち込み

も余儀なくされた。

④ 民鉄は、工事会社を集積地としていた。

4.5.3 その他

(1) JR西日本電車線路工事関係 ・-年度末決算工事材料は、納入納期を厳守させら

れ、特に受託工事における電化工事についても、厳守させられた。

(2) 修繕費工事は中止したが、その結果既に契約、納入している製品の取消、引取り

が求められた。また、内示製作も進めていたが、これも自動的に中止となり、一部

が手持ち在庫となった。

4.6 機動力の使用種別、数量

(1) 作業箇所が高架のため、材料、エ具の運搬、搬入にレッカー車を最大60トンか

ら20トンまで使用し、また、電柱建植、ピーム取付等に用いた。

(2) 重機等の車両搬入に当たっては、新幹線・在来線とも高架両サイドに道路があり、

比較的搬入し易かった。。

(3) 新幹線用車両について、一部では陸送により基地に搬入使用した。

(4) 現地では、小回りの利く機動力として軌陸両用クレーン車の活用が大きな威力を

を発揮した。

(5) 機動力使用種別数量表 （別紙ー 8)

4.7 輸送手段

(1) 阪神高速道をはじめ、被災地の各所で道路が寸断され通行止、又使用可能道路の

交通規制をはじめ、各所での災害復旧物資の輸送等による交通渋滞（マヒ）がひど

く、目的地に到達するのに通常の 2~3倍の多大な時間を要した。

(2) R通行許可証は大いに役立ったが、現場自家用車用の配分がなく不便であった。

又発行数が多すぎて交通渋滞となったが、 3月から新しく「復興物資運送章」が制

定され、これを運用して凌いだ。

(3) 初期の頃、パトカーの先導を頼んだ。

(4) 材料運搬（メーカー）は深夜搬入した。

4.8 特殊な復旧方法（設備種別）

4.8.1 在来線区

(1) ハイパー架線の採用（六甲道一瀬、新長田）

(2) リプ付鋼管柱の採用一軽量で作業がしやすく、仕上りがきれい。

・（3) き電線の系統分離 ー安全対策上、区分した。
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(4) 部分電化工事の運用

新長田構内で、和田岬連絡線を使用 して神戸線を仮に開通すため、和田岬連絡線

1.2kmの電化工事を行った。

(5) 二又鋼管柱（台棒の活用）

電柱の建植ゲージのない個所で、 二又鋼管柱と単プラケットを継足して、門型ク

ロスピーム方式とした。

4.9 復旧作業上、特に困難な事項

4.9.1 要員手配について

作業に対して要員が追随できず、要員手配に困難を極め、作業員の取り合いとな

った。このため、西日本電気システム閥が中心となり、工事業界全体の要員調整を

行った。

4.9.2 材料手配について

復旧資材が膨大となり、閥電業が中心となり、情報、受注、納品等を含め、指揮

系統の一本化を図った。 （別紙表ー 1)

4.9.3 復旧工事管理等について

(1) 復旧範囲が新幹線、東海道・山陽本線、福知山線と広範囲のため、作業工区割り、

作業員（協力会社）手配、材料手配、機器工具手配が困難であった。

(2) 福知山線は 1月21日仮復旧した。仮復旧の直後、すぐ本復旧の要請をうけ、他

の線区の復旧と並行したため、作業員の疲労とともに、要員手配、材料手配に困難

を極めた。

(3) 特に高架復旧工事区間では、土木、 軌道関係との調整に困難をきたした。

(4) 復旧工事計画が度々変更になった。このため、作業員は集まったが作業工区、作

業内容が決まらないため、手待ち状態が生じたこともあった。

(5) 調査不足による計画変更で、材料納期が遅れ手戻りとなった。

(6) 硬アルミニウムより線の張り替え計画について、架線切れ箇所のみを考えていた

が、 JR当局と連携が不十分で、施工計画及び材料手配で手戻りとなった。

(7) 工程管理では、仕事量がさみだれ的に増えたので、計画を何回も立てなおした。

特に腕金取替とAF、PW張り替えが増えた。

4.9.4 作業環境・交通状況等について

(1) 新幹線の桁落ち箇所の復旧工事は、桁の傾斜、桁の片方が地上に落下した箇所は、

レールが宙吊りとなり、枕木を渡っていかなければならなかった。

(2) 構造物等の撤去に伴い塵埃に難渋した。

交通が渋滞しており、他の復18作業等競合もあり、レッカー車の据付が困難であ

った。

(3) 交通渋滞がひどく、 作業員の到着時間の予想がつかなかった。このため、作業能

率が悪く、要員が必要以上に要した。

(4) 交通渋滞がひどく、生コンの手配が出来なかった。
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(5) 六甲道の基礎ボルトの取り外しに苦労した。

(6) 仮宿舎等はフロもなく、環境条件が悪く、また、食料及び水も十分でなく、作業

員の士気に影響した。

4.10 他工事との関係

(l) 特に高架復旧工事区間では、土木・軌道関係との調整に困難をきたした。

(2) JRとの調整の必要性

① レールのない所に、コンクリート柱を建て、 トロリー線を張った区間もある。

② コンクリ ー ト柱建植後、施設側の変更により儡位、高さ等の手直しが度々発生

した。

⑧ 最終架線調整は、軌道整備が遅れ手待ちになった。

④ 支線の取付後、保線の工事変更により位置変更がでた。

(3) 施設（土木、軌道）との競合について

① 施設のバラス散布、道床突固め、材料運搬、土木工事等のため、コンクリート

柱建植、トロリ線張替、材料運搬等と競合し、計画及び作業に影響した。

② 3月上旬は、土木、軌道、電気の追い込みの競合作業となり、電気は計画通り

作業ができなかった。特に軌道の保守用車運行のため、トロによる重量物運搬

に困難を極めた。

(4) 電線防護箇所が多く発生した。

仮駅ホーム設置、家屋倒壊取りこわし、シートパイル打ち、クレーン車使用その

他工事。

4.11 情報、伝達手段

(1) NTT電話は、ほとんど通話不能であった。

(2) JR電話は、通話可能であったが混線模様となっていた。

JR沿線電話は、故障で通話不能であった。

(3) 携帯電話槻については、各社とも応援者を含め数多く運用し、情報連絡に活用し

た。

(4) 携帯電話機の活用は、混雑時には現場との連絡に必要不可欠なものとなった。

(5) 指示、連絡、情報連絡系統図 （別紙ー1. 2.表ー1)
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別紙ー7
4. 5.2 (5)復旧工事材料納入数量実績

1.架線主要品目 納入箇所はJR各社新幹線・在来及び民鉄各社

品 名 納入数量 傭 考

1 可動プラケット 3 0 0組
2 腕 金 4 0 0本

3 電柱バンド 80 0個

4 ドロッバクリップ 17,500個

5 振止・曲引金具 2,2 0 0個

6 ハンガイヤー 12,800個

7 ハンガカバー 15,500個

8 フィードイヤー・コネクタ 1,30 0個l， ワイヤターンバックル 2 6 0個
10 引止金 具 1.40 0個
11 ワイヤクリップ 7,20 0個l
12 PGクランプ 13 0個
13 圧縮スリープ 7 0 0個
14 滑車式バランサー 2 5組

2.鉄構主要品目

品 名 納入数量 傭 考

1 ピーム仮受鋼管柱 7 4本

2 鋼管柱~355.6が267.4 37 4基
3 鉄 柱 3 8基
4 カゴピーム 12 8基
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別紙ー 8

4.6 (5)機動力使用種別数量表

車 種 形 状 延べ数量 記 事

1 8 0トン車 4 
2 4 5トン車 5 6 
3 クレーン車 2 5トン車 2 1 1 
4 2 0トン車 2 0 

』

5 1 0トン車 1 5 
I 

6 5トン車 7 1 
7 ユニック車 4トン 9 4 
8 ユニック車 2.9トン 3 5 8 ， クラッシャー車 2 0 
10 スカイタワー車 20m 3 7 1 
11 スカイマスター車 4.9 トン 1 0 0 
12 軌陸用クレーン車 1 0 1 
13 軌陸用作業車 6 6 
14 軌陸用架線延線車 1 5 
15 軌陸用バケット車 5 0 
16 軌道モータカー M W 1 6 
17 架線延線車 s w 7 3 
18 架線延線車 T W 1 5 0 
19 架線延線車 R W 1 7 
20 低床トロ 3 8 
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5.反省と今後の諜題

5.1 良かったこと

(1) 各社とも本店に、社長を本部長とする対策本部を直ちに設置した。

施工側として、 JR西日本電気部に連絡要員を、 24時間体制で配置して、情報

の収集及びJR本社と施工工事会社との緊密な連携を図った。

(2) 各社現地支店には、地域対策本部を設罹し、 JR各本社、また、西日本電気シス

テム閥本店と緊密な連絡をとるとともに、要員手配、器材手配、後方支援等の指令

塔としての役目を果たした。

(3) 現地対策本部は、施主側の復旧要請を受けた時点で、直ちに設避し、復旧施工体

制を敷いた。

(4) その他各社の関係支店も対策本部を設置し、緊密な連絡をとり、バックアップ体

制を敷いた。

(5) 各支店は、年度末工事を抱えていたが、 JR各支社と調整を図り、社員を含め協

力会社の大阪地区への大震災復旧支援体制を整えた。

(6) 関西地区メーカー各社は、緊急対策本部を組織し、指揮系統を一本化した。

（窓ロ一閥電業）

(7) 事故発生当日から、被害調査にかかり、被害状況の把握を行った。

5.2 反省すべきこと

(1) 大震災当日、各交通機関のマヒにより、社員の招集が困難であった。

また、当日は連休後で婦省していた社員もいた。

(2) 当初、後方支援活動が十分機能しなかった。今まで経験のない大震災で、弁当、

水、仮設宿舎、仮設便所、毛布、布団、暖房器具、雑貨等の手配が遅れた。

(3) 基本計画の遅れが目立った。

(4) アルミ線の素線切れを下から見て廻って張り替え計画を立てたが、その後至近距

離で素線切れが発見されたので一斉検査を行った。

従って、最初に時間をかけても至近距離検査をすぺきであった。

(5) 腕金取替では、さみだれ的に取替数量の変更があり、材料、要員調整に苦労した。

(6) 各作業現場の資材管理に目が届かず、数量の過不足紛失が続出した。今後は、資

材担当者（作業に精通した）を現地に配置する必要がある。

(7) 施工打合票と施工記録が明確に記入されてなく、整理の段階で困難を来たした。

これらも、当初明確に指導しておくべきであった。

(8) 年度末の手持ち工事が何件もあり、震災と重なったため、手持ち工事をどの時点

で打切りにして貰うかの判断に困った。 （施工監督区所が違うため）

(9) 交通事情が悪いため、現場から帰って来るのが遅くなり、それからのミーテイン

グをするため、仮眠時間が少なく疲労度も日々に増して、作業員はギリギリの線ま

で行っていたと思う。
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5.3 今後の課題

(1) 後方支援体制も震災発生と同時に確立し、直ちに活動し、機能させること。

(2) 仮設宿舎、仮設便所、貸布団屋等についての情報を日頃から把握しておく。

(3) 情報伝達の手段

NTT加入電話が殆んど話中状態で使用できず、僅かに公衆電話が時々使える状

態であり、携帯電話同士では通話ができた。 JR電話は機能していた。

今後携帯電話の活用を図る必要がある。

(4) 新幹線に低床トロの導入。

低床トロの導入によりクレーン類の使用を考えることにより、より作業の効率化

が図られる。

(5) 産廃物の処理
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